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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水酸基を含有するアクリル系ポリマー（Ａ）と、
　２３℃では前記アクリル系ポリマー（Ａ）との架橋反応が進行せずに、８０℃以上の加
熱時に前記アクリル系ポリマー（Ａ）との架橋反応が開始し進行する架橋剤（Ｂ）と、
　水酸基含有添加物（Ｃ）と
を含有する光学フィルター用粘着性組成物であって、
　前記架橋剤（Ｂ）は、前記アクリル系ポリマー（Ａ）と架橋反応する官能基としてエス
テル基を有するものである
ことを特徴とする光学フィルター用粘着性組成物。
【請求項２】
　前記水酸基含有添加物（Ｃ）がアルコール系溶剤であることを特徴とする請求項１に記
載の光学フィルター用粘着性組成物。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の光学フィルター用粘着性組成物を架橋してなる光学フィルタ
ー用粘着剤。
【請求項４】
　基材と、粘着剤層とを備えた光学フィルター用粘着シートであって、
　前記粘着剤層は、請求項３に記載の光学フィルター用粘着剤からなる
ことを特徴とする光学フィルター用粘着シート。
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【請求項５】
　前記基材は、光学部材であることを特徴とする請求項４に記載の光学フィルター用粘着
シート。
【請求項６】
　２枚の剥離シートと、
　前記２枚の剥離シートの剥離面と接するように前記剥離シートに挟持された粘着剤層と
を備えた光学フィルター用粘着シートであって、
　前記粘着剤層は、請求項３に記載の光学フィルター用粘着剤からなる
ことを特徴とする光学フィルター用粘着シート。
【請求項７】
　プラズマディスプレイパネルに用いられる請求項４～６のいずれかに記載の光学フィル
ター用粘着シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイパネル等に用いられる光学フィルター用の粘着性組成物、粘着
剤（粘着性組成物を架橋させた材料）および粘着シートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）は、セルに封入されているネオンとキセノンと
の混合ガスをプラズマ化することにより紫外線を発生させ、セル壁に塗工された蛍光体を
励起させることにより発光する。しかし、このとき、必要な可視光以外に近赤外線、ネオ
ン光、電磁波等が同時に発生する。近赤外線は、リモコン等に用いられるため、他の電気
機器の誤作動を引き起こす。また、ネオン光は、オレンジ色を示すため、ディスプレイの
色調を崩してしまう。さらに、電磁波は、人体に悪影響を及ぼすおそれがある。そのため
、ＰＤＰにおいては、それら近赤外線、ネオン光、電磁波等が外部に漏れることを抑制す
るために、通常前面に光学フィルターが用いられる。
【０００３】
　従来の光学フィルターは、ガラスを支持体として、上記のような各種性能を有するフィ
ルムを、粘着剤を介して積層する構成をとっていたが、最近では、光学フィルター構成の
簡素化を目的として、これまでフィルムが担ってきた機能を粘着剤にもたせようとしてい
る。そのため、粘着剤には、以前は添加が求められていなかった添加物を添加する必要が
ある。
【０００４】
　ここで、一般にアクリル系粘着剤は、アクリル系ポリマーに架橋剤を加えた粘着性組成
物から得られ、アクリル系ポリマーと架橋剤との架橋反応を利用することで凝集力を発揮
する。上記のようにＰＤＰの光学フィルター用の粘着剤に光吸収機能等の機能を付与する
ため、粘着性組成物にはアクリル系ポリマーおよび架橋剤以外に添加物を添加することを
行ってきた（特許文献１，２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－２６６４３９号公報
【特許文献２】特開２００９－３５６１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　通常、ＰＤＰの光学フィルター用の粘着性組成物に添加する添加物としては、主に常温
で架橋剤と反応性を示す官能基を有さない物質が用いられる。これは、架橋剤と反応性を
示す添加物を粘着性組成物に添加して常温保存後に得られる粘着剤では、常温保存中に架
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橋剤と添加物との反応が進行して、本来期待されるアクリル系ポリマーと架橋剤との架橋
反応が不十分となり、粘着剤の粘着物性を左右するゲル分率が低下することが問題となる
ためである。
【０００７】
　架橋に広く用いられる方法は、ウレタン結合を生成する反応を利用し、１分子中に２つ
以上のイソシアネート基を官能基として有するイソシアネート化合物を架橋剤として使用
し、水酸基やカルボキシル基等を含有するアクリル系ポリマーと、イソシアネート化合物
とを反応させて架橋する方法である。この場合、色素、防錆剤等の水酸基含有化合物を中
心とする添加物は、イソシアネート化合物と常温で反応するため、上記の理由で粘着性組
成物に添加することは困難であった。
【０００８】
　しかし、新たな機能を粘着剤にもたせるためには、常温でイソシアネート化合物と反応
する色素、防錆剤等の水酸基含有添加物を粘着性組成物に添加することが必要となる。ま
た、新規機能を有する添加物がアルコール系溶剤にのみ可溶である場合、粘着性組成物に
水酸基含有添加物としてアルコール系溶剤を添加する必要がある。
【０００９】
　本発明は、このような実状に鑑みてなされたものであり、架橋剤および水酸基含有添加
物を含有する粘着性組成物を常温（２３℃）で保存した場合でも、得られる粘着剤におい
てゲル分率の低下を抑制することのできる光学フィルター用の粘着性組成物、粘着剤およ
び粘着シートを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、第１に本発明は、水酸基を含有するアクリル系ポリマー（
Ａ）と、２３℃では前記アクリル系ポリマー（Ａ）との架橋反応が進行せずに、８０℃以
上の加熱時に前記アクリル系ポリマー（Ａ）との架橋反応が開始し進行する架橋剤（Ｂ）
と、水酸基含有添加物（Ｃ）とを含有することを特徴とする光学フィルター用粘着性組成
物を提供する（発明１）。
【００１１】
　上記発明（発明１）によれば、粘着性組成物を２３℃で保存した際に、架橋剤（Ｂ）と
水酸基含有添加物（Ｃ）とが反応し難く、８０℃以上の加熱にてアクリル系ポリマー（Ａ
）と架橋剤（Ｂ）との架橋反応（本来の架橋反応）が十分に進行するため、得られる粘着
剤にてゲル分率の低下を抑制することができる。また、保存中に架橋剤（Ｂ）と水酸基含
有添加物（Ｃ）とが反応し難いことで、それらの反応生成物は保存中にほとんど発生せず
、したがって、当該反応生成物に起因する、得られる粘着剤における全光線透過率および
ヘイズ値の変化を抑制することができる。
【００１２】
　上記発明（発明１）において、前記架橋剤（Ｂ）は、前記アクリル系ポリマー（Ａ）と
架橋反応する官能基としてエステル基を有するもの（発明２）、あるいは前記アクリル系
ポリマー（Ａ）と架橋反応する官能基としてイソシアネート基を有し、当該イソシアネー
ト基が保護基によってブロックされてなるブロックイソシアネート化合物（発明３）であ
ることが好ましい。
【００１３】
　上記発明（発明１～３）においては、前記水酸基含有添加物（Ｃ）がアルコール系溶剤
であることが好ましい（発明４）。
【００１４】
　第２に本発明は、前記光学フィルター用粘着性組成物（発明１～４）を架橋してなる光
学フィルター用粘着剤を提供する（発明５）。
【００１５】
　第３に本発明は、基材と、粘着剤層とを備えた光学フィルター用粘着シートであって、
前記粘着剤層が、前記光学フィルター用粘着剤（発明５）からなることを特徴とする光学
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フィルター用粘着シートを提供する（発明６）。
【００１６】
　上記発明（発明１）において、前記基材は、光学部材であることが好ましい（発明７）
。
【００１７】
　第４に本発明は、２枚の剥離シートと、前記２枚の剥離シートの剥離面と接するように
前記剥離シートに挟持された粘着剤層とを備えた光学フィルター用粘着シートであって、
前記粘着剤層は、前記光学フィルター用粘着剤（発明５）からなることを特徴とする光学
フィルター用粘着シート
【００１８】
　上記発明（発明６～８）に係る光学フィルター用粘着シートは、プラズマディスプレイ
パネルに用いられることが好ましい（発明９）。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、粘着性組成物を２３℃で保存した際に、架橋剤と水酸基含有添加物と
が反応し難く、８０℃以上の加熱にてアクリル系ポリマーと架橋剤との架橋反応が十分に
進行するため、得られる粘着剤にてゲル分率の低下を抑制することができる。また、保存
中に反応した架橋剤と水酸基含有添加物との生成物に起因する、得られる粘着剤における
全光線透過率およびヘイズ値の変化も抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る光学フィルター用粘着シートの断面図である。
【図２】本発明の第２の実施形態に係る光学フィルター用粘着シートの断面図である。
【図３】光学フィルターの一例を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
〔光学フィルター用粘着性組成物〕
　本実施形態に係る光学フィルター用粘着性組成物（以下「光学フィルター用」を省略す
る場合がある。）は、
　水酸基を含有するアクリル系ポリマー（Ａ）と、
　２３℃ではアクリル系ポリマー（Ａ）との架橋反応が進行せずに、８０℃以上の加熱時
にアクリル系ポリマー（Ａ）との架橋反応が開始し進行する架橋剤（Ｂ）と、
　水酸基含有添加物（Ｃ）と
を含有する。
【００２２】
　本実施形態におけるアクリル系ポリマー（Ａ）は水酸基を有するが、この水酸基は、架
橋剤（Ｂ）との反応に必要な官能基である。アクリル系ポリマー（Ａ）の具体例としては
、水酸基を含有する（メタ）アクリル酸エステル系共重合体が好ましく挙げられる。なお
、本明細書において、（メタ）アクリル酸エステルとは、アクリル酸エステルおよびメタ
クリル酸エステルの両方を意味する。他の類似用語も同様である。
【００２３】
　水酸基を含有する（メタ）アクリル酸エステル系共重合体としては、エステル部分のア
ルキル基の炭素数が１～２０の（メタ）アクリル酸エステルと、分子内に水酸基を有する
モノマー（水酸基含有モノマー）と、所望により用いられる他のモノマーとの共重合体が
好ましい。
【００２４】
　エステル部分のアルキル基の炭素数が１～２０の（メタ）アクリル酸エステルとしては
、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸
プロピル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸ペンチル、（メタ）アクリル
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酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシ
ル、（メタ）アクリル酸イソオクチル、（メタ）アクリル酸デシル、（メタ）アクリル酸
ドデシル、（メタ）アクリル酸ミリスチル、（メタ）アクリル酸パルミチル、（メタ）ア
クリル酸ステアリル等が挙げられる。これらは単独で用いてもよいし、２種以上を組み合
わせて用いてもよい。
【００２５】
　水酸基含有モノマーとしては、例えば、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（
メタ）アクリル酸２－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸３－ヒドロキシプロピル
、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシブチル、（メタ）アクリル酸３－ヒドロキシブチル
、（メタ）アクリル酸４－ヒドロキシブチルなどの（メタ）アクリル酸ヒドロキシアルキ
ルエステル等が挙げられる。これらは単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用
いてもよい。
【００２６】
　上記他のモノマーとしては、例えば、アクリルアミド、メタクリルアミド等の非架橋性
のアクリルアミド、スチレン、酢酸ビニルなどが挙げられる。また、本発明の効果を妨げ
ない限り、水酸基以外の架橋性官能基、例えば、カルボキシル基やアミノ基等を有するモ
ノマーを使用することもできる。これらは単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせ
て用いてもよい。
【００２７】
　ここで、水酸基を含有する（メタ）アクリル酸エステル系共重合体は、上記水酸基含有
モノマーを０．１～３０質量％含有することが好ましく、特に０．２～１０質量％含有す
ることが好ましい。水酸基含有モノマーを上記範囲で含有することで、得られる粘着剤の
架橋の程度が光学フィルター用として好ましいものとなる。また、水酸基含有モノマーの
含有量が０．１質量％未満では、得られる粘着剤の架橋が十分でなく、それにより耐久性
に劣るおそれがある。水酸基含有モノマーの含有量が３０質量％を超えると、得られる粘
着剤の架橋が過度になり、それにより被着体への貼合適性が低下するおそれがある。
【００２８】
　水酸基を含有する（メタ）アクリル酸エステル系共重合体の共重合形態については特に
制限はなく、ランダム、ブロック、グラフト共重合体のいずれであってもよい。
【００２９】
　アクリル系ポリマー（Ａ）の質量平均分子量は、５万～２００万であることが好ましく
、特に２０万～１２０万であることが好ましい。なお、本明細書における質量平均分子量
は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）法により測定したポリスチレン
換算の値である。質量平均分子量が上記範囲内にあることで、得られる粘着剤において、
被着体との密着性や、高熱・湿熱条件下での接着耐久性が十分となり、浮きや剥がれなど
を抑制することができる。
【００３０】
　本実施形態において、上記のアクリル系ポリマー（Ａ）は、１種を単独で用いてもよい
し、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００３１】
　本実施形態における架橋剤（Ｂ）は、２３℃ではアクリル系ポリマー（Ａ）との架橋反
応が進行せずに、８０℃以上の加熱時にアクリル系ポリマー（Ａ）との架橋反応が開始し
進行するものである。
【００３２】
　２３℃（常温）ではアクリル系ポリマー（Ａ）との架橋反応が進行しないとしたのは、
常温で反応が進行する場合、水酸基含有添加物（Ｃ）と架橋剤（Ｂ）の反応の進行により
、本来のアクリル系ポリマー（Ａ）と架橋剤（Ｂ）との架橋反応が不十分となり、粘着剤
のゲル分率が低下してしまうためである。
【００３３】
　また、８０℃以上の加熱時にアクリル系ポリマー（Ａ）との架橋反応が開始し進行する
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としたのは、粘着性組成物が自然環境下で架橋してしまうことを防止し、アクリル系ポリ
マー（Ａ）と架橋剤（Ｂ）との適切で十分な架橋反応により、本来求める特性を有する粘
着剤を得るためである。なお、加熱温度の上限は、１３０℃程度であることが好ましい。
加熱温度が１３０℃以下であれば、粘着性組成物を例えばＰＥＴフィルム等のフィルム基
材に塗布し加熱するときに、フィルム基材の伸縮、熱変形を抑制することができる。
【００３４】
　上記架橋剤（Ｂ）としては、好ましくは、第１に、官能基としてエステル基を有するエ
ステル基含有化合物（Ｂ１）、第２に、官能基としてのイソシアネート基が保護基によっ
てブロックされてなるブロックイソシアネート化合物（Ｂ２）が挙げられる。
【００３５】
　エステル基含有化合物（Ｂ１）は、エステル交換反応を利用してアクリル系ポリマー（
Ａ）を架橋するものであり、加熱によりエステル基含有化合物（Ｂ１）のエステル基とア
クリル系ポリマー（Ａ）の水酸基とが反応して架橋が行われる。エステル交換反応は平衡
反応であり、反応の副生成物であるアルコールが加熱により揮発することで、エステル交
換反応はより架橋が進行する方へシフトする。
【００３６】
　このエステル基含有化合物（Ｂ１）は、１分子中にエステル基を２つ以上有する化合物
である。エステル基としては、メチルエステル基、エチルエステル基等の炭素数１～２０
アルキルエステル基；ベンジルエステル基等のアリールエステル基等が挙げられ、中でも
メチルエステル基およびエチルエステル基が好ましい。エステル基がメチルエステル基ま
たはエチルエステル基であると、副生成物が比較的沸点の低いメタノールまたはエタノー
ルとなり、それら副生成物は揮発し易いため、高効率で反応が進行する。
【００３７】
　エステル基含有化合物（Ｂ１）によれば、２３℃付近ではエステル交換反応は進行しな
いため、粘着性組成物が水酸基含有添加物（Ｃ）を含有していても、常温では当該水酸基
含有添加物（Ｃ）との反応は進行しない。そのため、粘着性組成物を２３℃で保存した際
の架橋剤（Ｂ）と水酸基含有添加物（Ｃ）との反応に起因するゲル分率の低下を抑制した
粘着剤を得ることができる。
【００３８】
　エステル基含有化合物（Ｂ１）の好ましい具体例としては、日本ポリウレタン工業社製
コロネート２５５５、旭化成社製ＭＦ－Ｋ６０Ｘ、旭化成社製Ｋ６０００等が挙げられる
。
【００３９】
　ブロックイソシアネート化合物（Ｂ２）は、１分子中に２つ以上のイソシアネート基を
有し、それらイソシアネート基が保護基によってブロックされてなる化合物である。保護
基としては、例えば、アルコキシ基、フェノキシ基、活性メチレン化合物残基、メルカプ
タン系化合物残基、酸アミド系化合物残基、アミノ基、イミダゾール系化合物残基、イミ
ノ基、オキシム系化合物残基、ラクタム系化合物残基等が挙げられる。
【００４０】
　上記保護基は、ブロック剤より誘導される基であり、架橋剤のイソシアネート基を、当
該ブロック剤を用いた公知のブロック方法で処理することにより、ブロックイソシアネー
ト化合物（Ｂ２）を得ることができる。
【００４１】
　上記ブロック剤としては、例えば、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノー
ル、メチルセロソルブ、ブチルセロソルブ、フェニルセロソルブ、メチルカルビトール、
ベンジルアルコール、シクロヘキサノール、フルフリルアルコール等のアルコール系化合
物；フェノール、クレゾール、キシレノール、ｐ－エチルフェノール、ｏ－イソプロピル
フェノール、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、ｐ－ｔｅｒｔ－オクチルフェノール、ノ
ニルフェノール、α－ナフトール、β－ナフトール、ｐ－ニトロフェノール、ｐ－クロロ
フェノール等のフェノール系化合物；マロン酸ジメチル、マロン酸ジエチル、アセチルア
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セトン、アセト酢酸エチル等の活性メチレン系化合物；ブチルメルカプタン、ドデシルメ
ルカプタン、チオフェノール等のメルカプタン系化合物；アセトアニリド、アセトアニシ
ジド、アセチルアミド、ベンズアミド等の酸アミド系化合物；ジフェニルアミン、アニリ
ン、カルバゾール等のアミン系化合物；イミダゾール、２－エチルイミダゾール、２－エ
チル－４－メチルイミダゾール等のイミダゾール系化合物；エチレンイミン等のイミン系
化合物；ホルムアルドオキシム、アセトアルドオキシム、メチルエチルケトオキシム、シ
クロヘキサノンオキシム等のオキシム系化合物；ε－カプロラクタム、δ－バレロラクタ
ム、β－プロピオラクタム等のラクタム系化合物等が挙げられる。これらの中でも、アル
コール系化合物、フェノール系化合物、活性メチレン系化合物、オキシム系化合物、ラク
タム系化合物等が好ましく使用され、特に、比較的小さい熱量で保護基が外れる活性メチ
レン系化合物が好ましく使用される。
【００４２】
　ブロックイソシアネート化合物（Ｂ２）によれば、２３℃付近ではイソシアネート基が
保護基によってブロックされているため、粘着性組成物が水酸基含有添加物（Ｃ）を含有
していても、常温では当該水酸基含有添加物（Ｃ）との反応は進行しない。そのため、粘
着性組成物を２３℃で保存した際の架橋剤（Ｂ）と水酸基含有添加物（Ｃ）との反応に起
因するゲル分率の低下を抑制した粘着剤を得ることができる。
【００４３】
　また、ブロックイソシアネート化合物（Ｂ２）においては、８０℃以上の加熱により、
イソシアネート基から保護基が外れ、当該イソシアネート基とアクリル系ポリマー（Ａ）
の水酸基との反応が始まり、これにより架橋が開始・進行する。
【００４４】
　ブロックイソシアネート化合物（Ｂ２）の好ましい具体例としては、旭化成社製ＴＰＡ
－Ｂ８０Ｅ、旭化成社製ＭＦ－Ｂ６０Ｘ、旭化成社製Ｅ４０２－Ｂ８０Ｔ等が挙げられる
。
【００４５】
　上記架橋剤（Ｂ）は１種を単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いてもよ
い。また、架橋剤（Ｂ）の配合量は、アクリル系ポリマー（Ａ）１００質量部に対して、
通常０．０１～２０質量部、好ましくは、０．１～１０質量部である。
【００４６】
　水酸基含有添加物（Ｃ）としては、光学フィルターに所定の機能を付与する添加剤（Ｃ
１）の他、アルコール系溶剤（Ｃ２）も挙げられる。添加剤（Ｃ１）としては、例えば、
色素、防錆剤等が挙げられる。
【００４７】
　色素は、光学フィルターの色調を調整するために使用されるものである。色素としては
、例えば、水酸基を有する金属錯体系化合物、シアニン系化合物、フタロシアニン系化合
物、ナフタロシアニン系化合物、ポルフィリン系化合物、ピロメテン系化合物、アゾ系化
合物、スクアリリウム系化合物、イモニウム系化合物、ジチオール系化合物、トリフェニ
ルメタン系化合物等が挙げられるが、これらに限定されるものではなく、水酸基を有する
ものであればよい。これらの色素は１種を単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせ
て用いてもよい。
【００４８】
　防錆剤は、粘着剤が電磁波遮蔽フィルムの金属メッシュと接触するときに、金属メッシ
ュと添加剤、金属メッシュと粘着剤の相互作用等による透過率の変化を抑制するものであ
る。防錆剤としては、例えば、水酸基を有するアゾール系化合物、トリアゾール系化合物
、ベンゾトリアゾール系化合物、チアゾール系化合物、ベンゾチアゾール系化合物、イミ
ダゾール系化合物、ベンゾイミダゾール系化合物、リン系化合物、アミン系化合物、亜硝
酸塩系化合物、界面活性剤類、シランカップリング剤類等が挙げられるが、これらに限定
されるものではなく、水酸基を有するものであればよい。これらの防錆剤は１種を単独で
用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
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【００４９】
　上記添加剤（Ｃ１）は１種を単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いても
よい。また、粘着性組成物中における添加剤（Ｃ１）の配合量は、その種類にもよるが、
通常０．０００１～２０質量％であり、好ましくは、０．０１～１０質量％である。
【００５０】
　アルコール系溶剤（Ｃ２）は、粘着性組成物に配合される添加剤（上記添加剤（Ｃ１）
を含むがこれに限定されない。）がアルコール系溶剤にのみ可溶である場合に、当該添加
剤を溶解させるのに有効である。すなわち、このアルコール系溶剤（Ｃ２）によれば、ア
ルコール系溶剤にのみ可溶である添加剤を粘着性組成物に配合しても、当該添加剤が粘着
剤層中に溶け残ること、そしてそれが異物となることが抑制される。
【００５１】
　アルコール系溶剤にのみ可溶である添加剤としては、前述した色素および防錆剤の他、
例えば、紫外線吸収剤、近赤外線吸収剤、ネオン光吸収剤が挙げられる。
【００５２】
　アルコール系溶剤（Ｃ２）としては、炭素数１～５のアルキルアルコールが好ましい。
これらは加熱時に揮発し易いため、架橋剤（Ｂ）としてエステル基含有化合物（Ｂ１）を
使用したときに、エステル交換反応を効率良く進行させることができる。アルコール系溶
剤（Ｃ２）の具体例としては、メタノール、エタノール、イソプロピルアルコール等が挙
げられる。
【００５３】
　本実施形態に係る粘着性組成物がアルコール系溶剤（Ｃ２）を含有する場合、不揮発分
濃度は５～５０質量％であることが好ましく、特に１０～４０質量％であることが好まし
い。不揮発分濃度がこの範囲にあることで、当該粘着性組成物をそのまま塗布溶液として
使用し、各種塗布方法により塗布することができる。
【００５４】
　本実施形態に係る粘着性組成物は、上記成分の他にも、通常の光学フィルター用粘着性
組成物に用いられる成分、例えば、紫外線吸収剤、近赤外線吸収剤、ネオン光吸収剤等を
含有していてもよい。また、上記添加剤（Ｃ１）以外の色素、防錆剤等を含有していても
よいし、溶剤として上記アルコール系溶剤（Ｃ２）以外の溶剤を含有していてもよい。
【００５５】
　以上説明した粘着性組成物においては、常温（２３℃）で保存している状態では、架橋
剤（Ｂ）と水酸基含有添加物（Ｃ）との反応は進行せず、８０℃以上の加熱にてアクリル
系ポリマー（Ａ）と架橋剤（Ｂ）との架橋反応が十分に進行するため、粘着性組成物を常
温で保存した際の架橋剤（Ｂ）と水酸基含有添加物（Ｃ）との反応に起因するゲル分率の
低下が抑制される。また、保存中に反応した架橋剤（Ｂ）と水酸基含有添加物（Ｃ）との
生成物に起因する全光線透過率およびヘイズの変化も抑制される。
【００５６】
〔光学フィルター用粘着剤〕
　本実施形態に係る光学フィルター用粘着剤は、上記光学フィルター用粘着性組成物を架
橋してなるものである。上記光学フィルター用粘着性組成物を架橋するには、加熱処理を
行う。
【００５７】
　加熱処理を行う場合、加熱温度は、８０～１３０℃であることが好ましく、特に９０～
１２０℃であることが好ましい。また、加熱時間は、１０秒～６０分であることが好まし
く、特に３０秒～３０分であることが好ましい。
【００５８】
　上記の加熱処理により、アクリル系ポリマー（Ａ）と架橋剤（Ｂ）との架橋反応が開始
し進行する。これにより、粘着剤層としての形状が良好に維持されることとなる。
【００５９】
　粘着性組成物を調製した直後に加熱して得た粘着剤のゲル分率（Ｉ）と、粘着性組成物
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を調製し常温（２３℃）で２４時間保存後に加熱して得た粘着剤のゲル分率（II）とから
算出されるゲル分率低下率（％）（下記の式参照）は、４０％未満であることが好ましく
、２０％未満であることが特に好ましく、４％未満であることがさらに好ましい。この数
値を満たすことで、粘着性組成物を常温で保存した際の架橋剤（Ｂ）と水酸基含有添加物
（Ｃ）との反応に起因する、粘着剤におけるゲル分率の低下が抑制されていることが示さ
れる。
　ゲル分率低下率（％）＝（１－粘着剤のゲル分率（II）（％）／ゲル分率（Ｉ）（％）
）×１００
【００６０】
　得られる粘着剤の全光線透過率は、９５％以上であることが好ましく、特に９８％以上
であることが好ましい。また、粘着性組成物を調製した直後に加熱して得た粘着剤の全光
線透過率（Ｉ）と、粘着性組成物を調製し常温（２３℃）で２４時間保存後に加熱して得
た粘着剤の全光線透過率（II）とから算出される全光線透過率変化（％）（下記の式参照
）は、１％以下であることが好ましく、特に０．１％以下が好ましい。この数値を満たす
ことで、粘着性組成物を常温で保存した際の架橋剤（Ｂ）と水酸基含有添加物（Ｃ）との
反応生成物に起因する、粘着剤における全光線透過率の変化が抑制されていることが示さ
れる。これにより、ディスプレイ部材として使用する際に、粘着性組成物調製から加熱ま
での経過時間に光学物性としての全光線透過率が左右されない粘着剤となる。
　全光線透過率変化（％）＝全光線透過率（Ｉ）（％）－全光線透過率（II）（％）
【００６１】
　得られる粘着剤のヘイズ値は、３％以下であることが好ましく、特に１％以下であるこ
とが好ましい。また、粘着性組成物を調製した直後に加熱して得た粘着剤のヘイズ値（Ｉ
）と、粘着性組成物を調製し常温（２３℃）で２４時間保存後に加熱して得た粘着剤のヘ
イズ値（II）とから算出されるヘイズ値変化（％）（下記の式参照）は、１％以下である
ことが好ましく、特に０．２％以下が好ましい。この数値を満たすことで、粘着性組成物
を常温で保存した際の架橋剤（Ｂ）と水酸基含有添加物（Ｃ）との反応生成物に起因する
、粘着剤におけるヘイズ値の変化が抑制されていることが示される。これにより、ディス
プレイ部材として使用する際に、粘着性組成物調製から加熱までの経過時間に光学物性と
してのヘイズ値が左右されない粘着剤となる。
　ヘイズ値変化（％）＝ヘイズ値（II）（％）－ヘイズ値（Ｉ）（％）
【００６２】
　以上説明した粘着剤は、プラズマディスプレイパネル等に使用される光学フィルターに
好ましく用いることができ、例えば、金属メッシュフィルム（金属メッシュを有する電磁
波遮蔽フィルム）と、他のフィルム（例えばコントラスト向上フィルム）との接着に好適
である。この粘着剤においては、ゲル分率の低下が抑制されるとともに、全光線透過率お
よびヘイズ値の変化も抑制され、したがって、当該粘着剤は光学フィルター用として好適
なものとなっている。
【００６３】
〔光学フィルター用粘着シート〕
　図１に示すように、第１の実施形態に係る光学フィルター用粘着シート１Ａは、下から
順に、剥離シート１２と、剥離シート１２の剥離面に積層された粘着剤層１１と、粘着剤
層１１に積層された基材１３とから構成される。
【００６４】
　また、図２に示すように、第２の実施形態に係る光学フィルター用粘着シート１Ｂは、
２枚の剥離シート１２ａ，１２ｂと、それら２枚の剥離シート１２ａ，１２ｂの剥離面と
接するように当該２枚の剥離シート１２ａ，１２ｂに挟持された粘着剤層１１とから構成
される。なお、本明細書における剥離シートの剥離面とは、剥離シートにおいて剥離性を
有する面をいい、剥離処理を施した面および剥離処理を施さなくても剥離性を示す面のい
ずれをも含むものである。
【００６５】
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　いずれの粘着シート１Ａ，１Ｂにおいても、粘着剤層１１は、前述した粘着性組成物を
架橋してなる粘着剤からなる。
【００６６】
　粘着剤層１１の厚さは、粘着シート１Ａ，１Ｂの使用目的に応じて適宜決定されるが、
通常５～１００μｍ、好ましくは１０～６０μｍの範囲であり、例えば、金属メッシュに
貼付される粘着剤層として使用する場合には、１０～５０μｍ、特に１５～４０μｍであ
ることが好ましい。
【００６７】
　基材１３としては、特に制限は無く、通常の光学フィルター用粘着シートの基材として
用いられているものは全て使用できる。例えば、所望の光学部材の他、ガラス；アルミ、
銅等の金属箔；ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレ
ンナフタレートなどのポリエステルフィルム、トリアセチルセルロースフィルム、ポリウ
レタンフィルム、ポリウレタンアクリレートフィルム、ポリエチレンフィルム、ポリプロ
ピレンフィルム、ポリ塩化ビニルフィルム、ポリ塩化ビニリデンフィルム、ポリビニルア
ルコールフィルム、エチレン－酢酸ビニル共重合体フィルム、ポリスチレンフィルム、ポ
リカーボネートフィルム、アクリル樹脂フィルム、ノルボルネン系樹脂フィルム、シクロ
オレフィン樹脂フィルム、液晶ポリマーフィルム等のプラスチックフィルム；これらの２
種以上の積層体などを挙げることができる。プラスチックフィルムは、一軸延伸または二
軸延伸されたものでもよい。
【００６８】
　光学部材としては、例えば、金属メッシュを有する電磁波遮蔽フィルム、コントラスト
向上フィルム、反射防止フィルム、防眩フィルム、色調補正フィルム等が挙げられる。
【００６９】
　基材１３の厚さは、その種類によっても異なるが、例えば光学部材の場合には、通常１
０～５００μｍであり、好ましくは５０～３００μｍである。
【００７０】
　剥離シート１２，１２ａ，１２ｂとしては、例えば、ポリエチレンフィルム、ポリプロ
ピレンフィルム、ポリブテンフィルム、ポリブタジエンフィルム、ポリメチルペンテンフ
ィルム、ポリ塩化ビニルフィルム、塩化ビニル共重合体フィルム、ポリエチレンテレフタ
レートフィルム、ポリエチレンナフタレートフィルム、ポリブチレンテレフタレートフィ
ルム、ポリウレタンフィルム、エチレン酢酸ビニルフィルム、アイオノマー樹脂フィルム
、エチレン・（メタ）アクリル酸共重合体フィルム、エチレン・（メタ）アクリル酸エス
テル共重合体フィルム、ポリスチレンフィルム、ポリカーボネートフィルム、ポリイミド
フィルム、フッ素樹脂フィルム、液晶ポリマーフィルム等が用いられる。また、これらの
架橋フィルムも用いられる。さらに、これらの積層フィルムであってもよい。
【００７１】
　上記剥離シートの剥離面（特に粘着剤層１１と接する面）には、剥離処理が施されてい
ることが好ましい。剥離処理に使用される剥離剤としては、例えば、アルキッド系、シリ
コーン系、フッ素系、不飽和ポリエステル系、ポリオレフィン系、ワックス系の剥離剤が
挙げられる。
【００７２】
　剥離シート１２，１２ａ，１２ｂの厚さについては特に制限はないが、通常２０～１５
０μｍ程度である。
【００７３】
　上記粘着シート１Ａを製造するには、剥離シート１２の剥離面に、上記粘着性組成物と
、所望により溶剤とを含む塗布溶液を塗布し、加熱処理を行って粘着剤層１１を形成した
後、その粘着剤層１１に基材１３を積層する。また、先に基材１３に粘着剤層１１を形成
した後、その粘着剤層１１に剥離シート１２の剥離面を積層してもよい。なお、加熱処理
の条件については、前述した通りである。また、塗布溶液の濃度・粘度としては、コーテ
ィング可能な範囲であればよく、特に制限されず、状況に応じて適宜選定することができ
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る。
【００７４】
　また、上記粘着シート１Ｂを製造するには、一方の剥離シート１２ａ（または１２ｂ）
の剥離面に、上記粘着性組成物と、所望により溶剤とを含む塗布溶液を塗布し、加熱処理
を行って粘着剤層１１を形成した後、その粘着剤層１１に他方の剥離シート１２ｂ（また
は１２ａ）の剥離面を重ね合わせる。
【００７５】
　上記塗布溶液を塗布する方法としては、例えばバーコート法、ナイフコート法、ロール
コート法、ブレードコート法、ダイコート法、グラビアコート法等を利用することができ
る。
【００７６】
　溶剤としては、例えば、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、１－メ
トキシ－２－プロパノール等のアルコール；ヘキサン、ヘプタン、シクロヘキサン等の脂
肪族炭化水素；トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素；塩化メチレン、塩化エチレン等
のハロゲン化炭化水素；アセトン、メチルエチルケトン、２－ペンタノン、イソホロン、
シクロヘキサノン等のケトン；酢酸エチル、酢酸ブチル等のエステル；エチルセロソルブ
等のセロソルブ系溶剤などが用いられる。これらの溶剤は１種を単独で、または２種以上
を混合して用いることができる。これらの中でも、アルコール、またはアルコールとケト
ン（特にメチルエチルケトン）との混合物を使用することが好ましい。この場合、アルコ
ールは、水酸基含有添加物（Ｃ）にも該当する。
【００７７】
　ここで、例えば、図３に示すような、金属メッシュ２１を有する電磁波遮蔽フィルム２
と、コントラスト向上フィルム３とから構成される、プラズマディスプレイパネル用の光
学フィルター４を製造する方法について説明する。
【００７８】
　粘着シート１Ａを使用する場合、粘着シート１Ａの基材１３としてコントラスト向上フ
ィルム３を使用し、当該粘着シート１Ａの剥離シート１２を剥離して、露出した粘着剤層
１１と電磁波遮蔽フィルム２とを貼合するか、粘着シート１Ａの基材１３として電磁波遮
蔽フィルム２を使用し、当該粘着シート１Ａの剥離シート１２を剥離して、露出した粘着
剤層１１とコントラスト向上フィルム３とを貼合する。
【００７９】
　また、粘着シート１Ｂを使用する場合、粘着シート１Ｂの一方の剥離シート１２ａ（ま
たは１２ｂ）を剥離して、露出した粘着剤層１１とコントラスト向上フィルム３とを貼合
し、次いで他方の剥離シート１２ｂ（または１２ａ）を剥離して、露出した粘着剤層１１
と電磁波遮蔽フィルム２とを貼合するか、粘着シート１Ｂの一方の剥離シート１２ａ（ま
たは１２ｂ）を剥離して、露出した粘着剤層１１と電磁波遮蔽フィルム２とを貼合し、次
いで他方の剥離シート１２ｂ（または１２ａ）を剥離して、露出した粘着剤層１１とコン
トラスト向上フィルム３とを貼合する。
【００８０】
　以上の粘着シート１Ａ，１Ｂの粘着剤層１１においては、ゲル分率の低下が抑制されて
いるとともに、全光線透過率およびヘイズ値の変化も抑制されており、プラズマディスプ
レイパネル用の光学フィルターとして好適なものとなっている。
【００８１】
　以上説明した実施形態は、本発明の理解を容易にするために記載されたものであって、
本発明を限定するために記載されたものではない。したがって、上記実施形態に開示され
た各要素は、本発明の技術的範囲に属する全ての設計変更や均等物をも含む趣旨である。
【００８２】
　例えば、粘着シート１Ａの剥離シート１２は省略されてもよいし、粘着シート１Ｂにお
ける剥離シート１２ａ，１２ｂのいずれか一方は省略されてもよい。
【実施例】
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【００８３】
　以下、実施例等により本発明をさらに具体的に説明するが、本発明の範囲はこれらの実
施例等に限定されるものではない。
【００８４】
〔実施例１〕
　アクリル酸ｎ－ブチル６８．５質量部、アクリル酸メチル３０質量部、アクリル酸２－
ヒドロキシエチル１質量部およびアクリルアミド０．５質量部を共重合して、アクリル酸
エステル共重合体（質量平均分子量：８０万，固形分濃度：２９質量％，以下「アクリル
系ポリマー（ａ）」という。）を得た。
【００８５】
　上記アクリル系ポリマー（ａ）１００質量部に、エステル交換反応可能なエステル基を
有する架橋剤（日本ポリウレタン工業社製，製品名：コロネート２５５５，固形分濃度：
９０質量％）０．５１質量部、アルコール系溶剤にのみ可溶な色素（色調調整剤，オラゾ
ールピンク）０．００６質量部、および水酸基含有添加剤としてエタノール２０質量部を
混合し、さらにメチルエチルケトン（ＭＥＫ）を不揮発分濃度が２１質量％となるように
添加して、粘着性組成物［１］を得た。
【００８６】
　上記粘着性組成物［１］を、ポリエチレンテレフタレートフィルムの片面をシリコーン
樹脂で剥離処理した剥離フィルム（リンテック社製，製品名：ＳＰ－ＰＥＴ３８Ｔ１０３
－１，厚さ：３８μｍ）の剥離処理面に、乾燥後の厚さが２５μｍとなるようにナイフコ
ーターを用いて塗布し、１２０℃で３０分間加熱して粘着剤層を形成した。
【００８７】
　次いで、上記粘着剤層に対し、ポリエチレンテレフタレートフィルムの片面をシリコー
ン樹脂で剥離処理した剥離フィルム（リンテック社製，製品名：ＳＰ－ＰＥＴ３８１０３
１，厚さ：３８μｍ）の剥離処理面を貼合し、これを光学フィルター用粘着シートとした
。
【００８８】
〔実施例２〕
　実施例１で得られたアクリル系ポリマー（ａ）１００質量部に、エステル交換反応可能
なエステル基を有する架橋剤（旭化成社製，製品名：ＭＦ－Ｋ６０Ｘ，固形分濃度：６０
質量％）０．８２質量部、アルコール系溶剤にのみ可溶な色素（同上）０．００６質量部
、および水酸基含有添加剤としてエタノール２０質量部を混合し、さらにメチルエチルケ
トン（ＭＥＫ）を不揮発分濃度が２１質量％となるように添加して、粘着性組成物［２］
を得た。
【００８９】
　粘着性組成物［１］の替わりに粘着性組成物［２］を用い、加熱条件を１００℃、３０
分間とした以外は、実施例１と同様の方法により、光学フィルター用粘着シートを作成し
た。
【００９０】
〔実施例３〕
　実施例１で得られたアクリル系ポリマー（ａ）１００質量部に、エステル交換反応可能
なエステル基を有する架橋剤（旭化成社製，製品名：Ｋ６０００，固形分濃度：６０質量
％）０．８２質量部、アルコール系溶剤にのみ可溶な色素（同上）０．００６質量部、お
よび水酸基含有添加剤としてエタノール２０質量部を混合し、さらにメチルエチルケトン
（ＭＥＫ）を不揮発分濃度が２１質量％となるように添加して、粘着性組成物［３］を得
た。
【００９１】
　粘着性組成物［１］の替わりに粘着性組成物［３］を用い、加熱条件を１００℃、３０
分間とした以外は、実施例１と同様の方法により、光学フィルター用粘着シートを作成し
た。
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【００９２】
〔実施例４〕
　実施例１で得られたアクリル系ポリマー（ａ）１００質量部に、ブロックイソシアネー
ト系架橋剤（旭化成社製，製品名：ＴＰＡ－Ｂ８０Ｅ，固形分濃度：８０質量％）０．４
３質量部、アルコール系溶剤にのみ可溶な色素（同上）０．００６質量部、および水酸基
含有添加剤としてエタノール２０質量部を混合し、さらにメチルエチルケトン（ＭＥＫ）
を不揮発分濃度が２１質量％となるように添加して、粘着性組成物［４］を得た。
【００９３】
　粘着性組成物［１］の替わりに粘着性組成物［４］を用い、加熱条件を１３０℃、６０
分間とした以外は、実施例１と同様の方法により、光学フィルター用粘着シートを作成し
た。
【００９４】
〔実施例５〕
　実施例１で得られたアクリル系ポリマー（ａ）１００質量部に、ブロックイソシアネー
ト系架橋剤（旭化成社製，製品名：ＭＦ－Ｂ６０Ｘ，固形分濃度：６０質量％）０．６６
質量部、アルコール系溶剤にのみ可溶な色素（同上）０．００６質量部、および水酸基含
有添加剤としてエタノール２０質量部を混合し、さらにメチルエチルケトン（ＭＥＫ）を
不揮発分濃度が２１質量％となるように添加して、粘着性組成物［５］を得た。
【００９５】
　粘着性組成物［１］の替わりに粘着性組成物［５］を用い、加熱条件を１３０℃、６０
分間とした以外は、実施例１と同様の方法により、光学フィルター用粘着シートを作成し
た。
【００９６】
〔実施例６〕
　実施例１で得られたアクリル系ポリマー（ａ）１００質量部に、ブロックイソシアネー
ト系架橋剤（旭化成社製，製品名：Ｅ４０２－Ｂ８０Ｔ，固形分濃度：８０質量％）０．
８９質量部、アルコール系溶剤にのみ可溶な色素（同上）０．００６質量部、および水酸
基含有添加剤としてエタノール２０質量部を混合し、さらにメチルエチルケトン（ＭＥＫ
）を不揮発分濃度が２１質量％となるように添加して、粘着性組成物［６］を得た。
【００９７】
　粘着性組成物［１］の替わりに粘着性組成物［６］を用い、加熱条件を１３０℃、６０
分間とした以外は、実施例１と同様の方法により、光学フィルター用粘着シートを作成し
た。
【００９８】
〔比較例１〕
　実施例１で得られたアクリル系ポリマー（ａ）１００質量部に、キシリレンジイソシア
ネート系３官能性アダクト体（綜研化学社製，製品名：ＴＤ－７５，固形分濃度：７５質
量％）０．４５質量部、アルコール系溶剤にのみ可溶な色素（同上）０．００６質量部、
および水酸基含有添加剤としてエタノール２０質量部を混合し、さらにメチルエチルケト
ン（ＭＥＫ）を不揮発分濃度が２１質量％となるように添加して、粘着性組成物［７］を
得た。
【００９９】
　粘着性組成物［１］の替わりに粘着性組成物［７］を用い、加熱条件を１００℃、３０
分間とした以外は、実施例１と同様の方法により、光学フィルター用粘着シートを作成し
た。
【０１００】
〔試験例１〕（ゲル分率測定）
　実施例または比較例で得た粘着剤層の粘着剤０．２ｇを秤量し、溶剤に不溶な＃２００
メッシュで挟み込み、これをサンプルとした。ソックスレー抽出器を用いて大気圧下で１
６時間、常にサンプルが蒸留後の酢酸エチルに触れるようにして、８５℃で加熱還流した
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せ、サンプルの質量を測定した。粘着剤のゲル分率は下記の式により算出した。結果を表
１に示す。
　ゲル分率（％）＝（還流および乾燥後に残留した粘着剤質量／還流前の粘着剤質量）×
１００
【０１０１】
〔試験例２〕（ゲル分率低下率の算出）
　実施例または比較例において、粘着性組成物を調製した直後（１分以内）に加熱して得
た粘着剤層の粘着剤のゲル分率（Ｉ）と、粘着性組成物を調製し常温（２３℃）で２４時
間保存後に加熱して得た粘着剤層の粘着剤のゲル分率（II）とから、下記の式によりゲル
分率低下率（％）を算出した。結果を表１に示す。
　ゲル分率低下率（％）＝（１－粘着剤のゲル分率（II）（％）／ゲル分率（Ｉ）（％）
）×１００
【０１０２】
〔試験例３〕（全光線透過率測定）
　実施例または比較例で得た粘着剤層をガラスに貼合して、これを測定用サンプルとした
。ガラスでバックグラウンド測定を行った上で、上記測定用サンプルについて、ＪＩＳ　
Ｋ７３６１－１：１９９７に準じて、ヘイズメーター（日本電色工業社製，製品名：ＮＤ
Ｈ－２０００）を用いて全光線透過率（％）を測定した。結果を表１に示す。
【０１０３】
〔試験例４〕（全光線透過率変化の算出）
　実施例または比較例において、粘着性組成物を調製した直後（１分以内）に加熱して得
た粘着剤層の粘着剤の全光線透過率（Ｉ）と、粘着性組成物を調製し常温（２３℃）で２
４時間保存後に加熱して得た粘着剤層の粘着剤の全光線透過率（II）とから、下記の式に
より全光線透過率変化（％）を算出した。結果を表１に示す。
　全光線透過率変化（％）＝全光線透過率（Ｉ）（％）－全光線透過率（II）（％）
【０１０４】
〔試験例５〕（ヘイズ値測定）
　実施例または比較例で得た粘着剤層をガラスに貼合して、これを測定用サンプルとした
。ガラスでバックグラウンド測定を行った上で、上記測定用サンプルについて、ＪＩＳ　
Ｋ７１３６：２０００に準じて、ヘイズメーター（日本電色工業社製，製品名：ＮＤＨ－
２０００）を用いてヘイズ値（％）を測定した。結果を表１に示す。
【０１０５】
〔試験例６〕（ヘイズ値変化の算出）
　実施例または比較例において、粘着性組成物を調製した直後（１分以内）に加熱して得
た粘着剤層の粘着剤のヘイズ値（Ｉ）と、粘着性組成物を調製し常温（２３℃）で２４時
間保存後に加熱して得た粘着剤層の粘着剤のヘイズ値（II）とから、下記の式によりヘイ
ズ値変化（％）を算出した。結果を表１に示す。
　ヘイズ値変化（％）＝ヘイズ値（II）（％）－ヘイズ値（Ｉ）（％）
【０１０６】
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【０１０７】
　表１より、比較例１では、粘着性組成物中にてエタノールとイソシアネート基とが反応
し、それにより、得られた粘着剤においてゲル分率の低下が見られた。これに対し、実施
例で得られた粘着剤では、かかるゲル分率低下が抑制できていたことが分かる。
【０１０８】
　また、比較例１では、粘着性組成物中にてエタノールとイソシアネート基とが反応し、
その生成物に起因して、得られた粘着剤において全光線透過率の変化およびヘイズ値の変
化が見られた。これに対し、架橋剤とエタノールとの間での反応が起こり難い実施例では
、得られた粘着剤において全光線透過率の変化およびヘイズ値の変化がなく、比較例１に
比べて改善された結果となった。
【産業上の利用可能性】
【０１０９】
　本発明の光学フィルター用の粘着性組成物、粘着剤および粘着シートは、特にプラズマ
ディスプレイパネルの光学フィルター（前面フィルター）用として好適である。
【符号の説明】
【０１１０】
１Ａ，１Ｂ…粘着シート
　１１…粘着層
　１２，１２ａ，１２ｂ…剥離シート
　１３…基材
２…電磁波遮蔽フィルム
　２１…金属メッシュ
３…コントラスト向上フィルム
４…光学フィルター
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